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会議の名称 令和３年度第１回戸田市児童福祉審議会 

開催日時 令和３年９月１６日（木） 午前１０時～１１時 

開催場所 市役所５階大会議室 

会長等氏名 会長 中村 信成  副会長 永塚 博之 

出席者氏名

（委員） 

永塚 博之  細田 義和  吉川 博文 
中村 信成  日山 秀利  中野 康子   
庄司 正樹  春沢 典子  田中 庸介  
皆上 千里  手島 真由  

欠席者氏名

（委員） 
宮澤 浩二 佐野 裕美子 鈴木 薫 

事務局 
松山部長  梶山参事  石橋課長  中沢課長  太田課長 
田村課長  岡本課長  工藤主幹  大原主幹  佐藤主幹   
尾里主幹  片桐主任  髙畑主事 

議 題 
（１）第二期戸田市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 
（２）戸田市管内保育施設等の利用定員の変更について 
（３）その他（報告案件） 

会議結果 
１ 議題１、原案、承認 
２ 議題２、原案、承認 
３ その他（報告案件）、原案、承認 

会議経過 別添のとおり 

会議資料 

令和３年度第１回戸田市児童福祉審議会会議次第 
１ 第二期戸田市子ども・子育て支援事業計画進捗状況 
２ 戸田市子ども・子育て支援新制度利用定員一覧 
３ その他（子ども家庭総合支援拠点について） 

議事録確定 令和３年１０月２６日  会長 

 
 
 

令和３年９月１６日戸田市児童福祉審議会議事録 
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発言者 発 言・議 題 内 容・決 定 事 項 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 

 
【 議題１ 】第二期戸田市子ども・子育て支援事業計画進捗状況 
＜事務局より説明＞ 
・第二期戸田市子ども・子育て支援事業計画（１３事業）の進捗状況

について→各事業における令和２年度実績について、各課資料をもと

に説明。 
・１３事業以外の関連施策→全７４事業のうち７３事業が継続、１事

業が廃止。廃止事業は「妊婦健康教育」で、平成２８年度より、夫婦

がより協力して育児を行うために「パパママ教室」に統合し実施。 
 
【 質疑１ 】 
乳児家庭全戸訪問事業について、コロナ禍での訪問を負担に思う方も

いると思うが、どのように対応しているか。 
 
訪問については本人の意向を尊重するため、電話で意向確認を実施し、

訪問が難しい場合は、電話にて母子の健康状態の確認や育児相談、各

種案内などを行い産後の不安解消に努めている。また、訪問する場合

には訪問指導員は検温などの体調確認を継続的に行い、当日は、訪問

者家族の健康状態も電話で確認した上で訪問している。 
 
 
【 議題２ 】戸田市管内保育施設等の利用定員の変更について 
＜事務局より説明＞ 
令和４年４月１日の利用定員数（案）について、資料をもとに事務局

より説明。 
・新曽保育園、上戸田南保育園、笹目川保育園→利用状況を鑑み、０

歳児クラスの定員を変更 

・ニチイキッズ上戸田保育園→法人からの申し出により定員年齢構成

を変更 

・ココファン・ナーサリー戸田公園→法人からの申し出により定員

年齢構成を変更、名称を「Gakken ほいくえん戸田公園」に変更 

・北戸田さくら保育園、保育園元気キッズ、ぱすてるはうす→法人か

らの申し出により定員年齢構成を変更 

・ささめ幼稚園→法人からの申し出により定員年齢構成を変更 

 

【 質疑１ 】 
地域型保育事業では、０歳児クラスの定員を減らし、１歳児の定員を

増やすなどの予定である。一方、認可保育所では、同様に０歳児クラ
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事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 

スの定員を減らしているが、１歳児の定員は、変更がない。今後の見

通しは。 
 

入所状況を勘案し、令和４年度から０歳児クラスの定員を減らしたい。

１歳児クラスは、申込数が多いことから現在、定員を超える受け入れ

を一部実施している。また、０歳児クラスの定員を減らすことで、翌

年度１歳児クラスに進級する児童数が現状数より少なくなるため、そ

の結果新たに１歳児クラスで受け入れる児童数を拡大させることが可

能となる。定員の変更については、申込状況等をみながら今後も対応

していきたい。 
 
 
 
【 その他（報告案件） 】子ども家庭総合支援拠点について 
＜事務局より説明＞ 
令和３年４月１日より、戸田市福祉保健センター内に設置した子ども

家庭総合支援拠点の実施状況について事務局より報告。 
業務として、こどもや家庭への継続した支援、特に虐待リスクの高い

児童への支援、要保護児童の支援と虐待対応、関係機関との連携、要

保護児童対策地域協議会の運営などの役割を担う。保健センター親子

保健担当との連携が密に出来るようになり、よりいっそう迅速な対応

が可能となった。 
 
＜意見なし＞ 

 
【 閉会 】 

  
 


